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審議会・研究会
計量⾏政審議会計量標準部会（平成１７年度第１回）

 議事録

事務局（吉⽥知的基盤課⻑）より、新任・退任委員の紹介及
び委員の当部会への出席状況について説明。

議題１．計量⾏政審議会計量標準部会部会⻑選任について
⼤園部会⻑が任期満了のため退任されたため、計量法施⾏規

則第１０９条第３項の規定に基づき委員の互選により、今井委
員が部会⻑に選任された。今井部会⻑より部会⻑就任の挨拶が
⾏われた。

議題２．平成１６年度第２回計量⾏政審議会計量標準部会議事録案について
前回議事録案（資料３）の確認について、事務局から意⾒等

がある場合には１１⽉２⽇（⽊）までに事務局あて提出いただ
きたい旨依頼するとともに、意⾒が提出された場合の取扱いに
ついては部会⻑⼀任とさせていただきたい旨提案し、了承され
た。

また、前回の部会で審議・決議された特定標準器（中真空標
準、交流抵抗器）の指定及び校正の実施、温度の校正の実施に
ついては、平成１７年４⽉１⽇に官報で公⽰済みである旨説
明。

更に、今井部会⻑から、資料１に基づき本⽇の議事録につい
ては公開されるので、事務局から送られる案を各委員に修正し
てもらった上で、次回会合で了承をいただくと説明がなされ
た。

議題３．特定標準器及び特定標準器並びに校正等の取消し並びに特定標準器の指
定及び校正等の実施について

今井部会⻑より、資料４について、経済産業⼤⾂から計量⾏
政審議会への諮問及び計量⾏政審議会から計量標準部会への付
託がなされたので、審議をお願いしたい旨発⾔。

1. 特定標準器及び特定副標準器並びに校正等の取消し並びに特定標準器
の指定及び校正等の実施について（電⼒及び電⼒量）

参考資料１〜１２に基づき、⽇本電気計器検定所畠⼭標準部⻑
より説明がなされ、併せて海外の状況も説明された。

【今井部会⻑】
新しい技術の下に、電⼒及び電⼒量の標準がグレードアップし、

かつ、特定副標準器がなくても校正が⾏えるということはユーザー
にも歓迎される。各委員から質問等があればお願いする。

【⽥中委員】
精度が１／４になったのは喜ばしいこと。省⼒化とはどのような

点か、また、参考資料１１５．計量標準供給体系図中、現⾏で
は、特定標準器による校正等を⾏う計量器にパルス型電⼒量測定装
置が記載されているが、新たな供給体系でそれが記載されていな
い。この形式の測定装置では、校正サービスは⾏わないということ
か。

【畠⼭部⻑】
新たに開発した電⼒電⼒量校正装置は、マニュアル部分がなく、

すべて⾃動化されており、それが省⼒化された点である。また、当
が
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所で開発したため、どのような事態が⽣じても対応できるメリット
がある。

次に、パルス型電⼒量測定装置への校正サービスであるが、パル
ス型電⼒量測定装置と限定せずとも特定⼆次標準器の校正範囲内に
当該装置の校正が含まれている。今後、技術が進めば、全ての電⼒
量測定装置が含まれると考えている。

今井部会⻑︓電⼒及び電⼒量についてほかに質問がないので、次
の議題に進むこととする。

中野センター⻑︓産総研の部分については、まとめて説明を⾏う
こととする。まず、電圧（低周波）標準に関しては、産総研が新た
に開発した標準を特定標準器の指定等を⾏うもの。次に、光減衰量
は、今まで標準が整備されていなかったため、今回、特定標準器の
指定等を⾏うもの。硬さ標準は、校正対象を拡⼤するというもので
ある。

2. 特定標準器及び特定副標準器並びに校正等の取消し並びに特定標準器
の指定及び校正等の実施について（電圧（低周波））

参考資料２〜２２に基づき、産総研電磁気計測科電気標準第⼀
研究室中村主任研究員から説明がなされた。併せて、海外での活⽤
状況として、この標準はキャパシタンスなどの低周波インピーダン
ス、電⼒⽤計測器の校正等に広く活⽤されており、ＮＩＳＴ
（⽶）、ＮＰＬ（英）、ＮＭＩＡ（豪）等で供給が⾏われている。
また、国際⽐較は、１９９９年から２００３年にかけて⾏われたＣ
ＩＰＭ（国際度量衡委員会）国際⽐較に参加した実績が説明され
た。

3. 特定標準器の指定及び校正等の実施について（光減衰量）
参考資料３に基づき、産総研レーザ標準研究室遠藤室⻑から説明

がなされた。海外での活⽤状況は、ＮＩＳＴ（⽶）、ＮＰＬ
（英）、ＰＴＢ（独）、ＫＲＩＳＳ（韓国）等が整備・供給を⾏っ
ている。これらの国は、光情報通信関連の産業が盛んであり、光フ
ァイバーや⼀般の光受動部品にとってこの標準は必須である。な
お、ＮＩＳＴは、９０ｄＢまでの範囲を相対拡張不確かさ約0.1％
で供給しており、今回、産総研が開発した標準もＮＩＳＴと同レベ
ルであると説明。

4. 校正等の実施について（範囲の拡⼤）（硬さ）
参考資料４〜４２に基づき、産総研強度振動標準研究室⾼⽊主

任研究員から説明がなされた。なお、ロックウェル硬さ、ビッカー
ス硬さとも、海外では標準⽚を⽤いて標準供給が⾏われている。こ
れらの標準供給の不確かさは、我が国の場合とほぼ同等である。両
⽅の硬さ標準に関する国際⽐較の状況も併せて説明された。

【今井部会⻑】
電圧（低周波）については、格段の⾼いレベルで標準供給が可能

となった背景がある。ただ今の説明に対して、質問等があればお願
いする。

【⽯川委員】
不確かさの向上は理解するが、校正サービス時間といった観点か

ら、この標準供給を考えた場合、時間短縮につながるのか。
【中村主任研究員】

現在、当該標準供給サービスは⽇本電気計器検定所で、１×１０
̶７の精度で１件１５〜２０分程度かけて⾏われている。今回審議
されている標準の場合、精度は２桁上がるが、測定時間は約１時間
かかる⾒込みで、能率という点では、従来よりも低下する。しか
し、現在⾏われている特定⼆次標準器による校正時間を⽐較する
と、この誘導分圧器の校正時間は約１５分である。総合的に考えれ
ば、校正にかかる時間は変わらず、精度は向上すると⾔える。

【今井部会⻑】
ユーザーから⾒て、校正サービス時間は変わらないということ

だ。
【江⽊委員】

海外での供給実態の説明で、例えばＮＩＳＴでは１００Ｈｚ〜１
ＫＨｚ、ＮＭＩＡでは４ＫＨｚまでと広くなっていると説明された
が、国内では１ＫＨｚしか標準がないが、その背景を教えて欲し
い。

【中村主任研究員】
我が国では、登録事業者が範囲を拡張して供給するという考えに

基づいている。ユーザーから⾒れば、同じ校正サービスが精度良く
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⾏われるということになる。 
  

【今井部会⻑】
光減衰量について、質問等があればお願いする。

【杉⼭委員】
９ｄＢステップの校正であるが、１ｄＢずつは可能であるか。ま

た、適合コネクタはフラット型もあるが、ＰＣ型と限定するのか。
【遠藤室⻑】

この⽅式は、１つの出⼒源を２つにわけ、⼀⽅のみ出⼒したり、
２つ出⼒することもできる。ＩＥＣでは、このような⽅法を取るよ
う指導している。また、３ｄＢ刻みのものを３つ合わせて９ｄＢス
テップとしている。ユーザーにとり、９ｄＢステップでは使い勝⼿
が悪いので、３ｄＢを３分割して１ｄＢにわけ、９ｄＢ＋１ｄＢで
１０ｄＢステップとしている。

【杉⼭委員】
最初から１ｄＢステップで供給できないのか。

【遠藤室⻑】
最初の値を９ｄＢと設定しているので、次から１ｄＢステップづ

つ供給できる。なお、適合コネクタは、ＰＣ型以外のものは使えな
いかという質問であるが、⼆次標準器に値を移す場合は光検出器に
移すため、このヘッドを対象としている。また、波⻑帯は１５５０
ｎｍである。 

  
【今井部会⻑】

次に、硬さ標準であるが、標準⽚による校正の⽅が、不確かさが
⼩さくなる。校正の範囲は従来と同じであるが、ユーザーにとり標
準供給⽅法が増えることになる。質問等があればお願いする。 

  
特に質問はなかった。

【今井部会⻑】
これまで御審議いただいた４件の特定標準器の指定及び校正等の

実施について、部会として議決してよろしいか。
【各委員】

特に意⾒なし。
【今井部会⻑】

それでは、審議していただいた事項の（１）から（４）までの審
議結果を当部会の結論とし、次回の計量⾏政審議会に報告すること
とする。

議題４．報告事項
事務局（江⼝補佐）から、新しい計量⾏政の⽅向など、計量

法改正に関する最近の状況について報告を⾏った。

その他
事務局（吉⽥知的基盤課⻑）から、本⽇審議、議決いただい

た４件の特定標準器の指定及び校正等の実施について、次回計
量⾏政審議会に報告するとともに、告⽰を⾏うことについて説
明。また、次回計量標準部会については、来年２⽉頃の開催を
予定している旨説明するとともに、審議事項にとらわれず、引
き続き委員皆様のご指導、ご協⼒をいただきたい旨発⾔があっ
た。

以上

▲ 審議会全体トップ

  前ページへ ページ上部へ
| ヘルプ | 索引 | リンク | 利⽤規約 | 法的事項 | プライバシーポリシー |

javascript:history.back()
javascript:history.back()
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/main/help.html
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/main/meti_index.html
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/network/index.html
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/main/rules.html
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/main/mers.html
http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/intro/privacypolicy/index.html
javascript:void(0);


http://warp.da.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/282046/www.meti.go.jp/
javascript:void(0);

